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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一側と第二側を有する支柱であって、各側は交互に山と谷を有しており、前記支柱の
前記第一側の山と前記支柱の前記第二側の谷は並んでおり、前記支柱は第一側および第二
側を有する少なくとも一つの隣接支柱を有しており、各側は交互に山と谷を有しており、
前記少なくとも一つの隣接支柱の前記第一側の山と前記少なくとも一つの隣接支柱の前記
第二側の谷は並んでおり、前記支柱の前記第一側の前記山と前記隣接支柱の前記第二側の
前記山は並んでおり、前記支柱の前記第一側の前記谷と前記隣接支柱の前記第二側の前記
谷が並んでいる支柱を有し、
　前記支柱の少なくとも一つの並んだ山と谷の間において、少なくとも一つの形成された
治療薬剤を含むための陥凹を有していることを特徴とするステント。
【請求項２】
　前記ステントは波紋状の形態であることを特徴とする、請求項１に記載のステント。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの隣接支柱は波紋状の形態であることを特徴とする、請求項１に記
載のステント。
【請求項４】
　前記形成された陥凹が、前記隣接支柱の並んだ山と谷の間に設けられる、請求項１に記
載のステント。
【請求項５】
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　前記少なくとも一つの形成された陥凹が引き延ばされた楕円形であることを特徴とする
、請求項１に記載のステント。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの形成された陥凹が実質的に円形であることを特徴とする、請求項
１に記載のステント。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの形成された陥凹が治療薬剤を含んでいることを特徴とする、請求
項１に記載のステント。
【請求項８】
　前記治療薬剤は、遺伝子物質、成長因子、抗新生物質、抗有糸分裂、抗炎症薬、抗血小
板物質、抗凝血剤、抗線維素、アンチトロンビン、抗増殖性物質、抗生物質、酸化防止剤
、抗アレルギー性薬剤からなる一群から選択されることを特徴とする、請求項７に記載の
ステント。
【請求項９】
　ステントの外周に伸びる蛇行性部分であって、該蛇行性部分は第一端と第二端を有し、
該蛇行性部分は第一端に複数の屈曲部を有し、第二端に複数の屈曲部を有し、それらの間
に前記支柱及び前記隣接支柱が伸びることを特徴とする請求項１に記載のステント。
【請求項１０】
　前記形成された陥凹が、第一端の少なくとも一つの屈曲部、又は、第二端の少なくとも
一つの屈曲部に設けられることを特徴とする請求項９に記載のステント。
【請求項１１】
　前記形成された陥凹が、複数の前記支柱、複数の前記隣接支柱、及び複数の屈曲部に設
けられることを特徴とする、請求項９に記載のステント。
【請求項１２】
　前記形成された陥凹が、それぞれの蛇行性部分のそれぞれの端部のそれぞれの屈曲部に
設けられることを特徴とする、請求項９に記載のステント。
【請求項１３】
　前記形成された陥凹が、前記第一端の前記屈曲部、前記第二端の前記屈曲部、前記支柱
、及び前記隣接支柱のそれぞれに設けられることを特徴とする、請求項９に記載のステン
ト。
【請求項１４】
　前記形成された陥凹は前記支柱よりも寸法が小さく、屈曲部は前記形成された陥凹を有
していない蛇行性部分を有することを特徴とする、請求項９に記載のステント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体内に治療剤を配送するためのシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ステントは、冠状動脈や末梢動脈、首の動脈、大脳動脈、静脈、胆管、尿道、尿管、卵
管、気管支、気管、食道、前立腺を含む体内の様々な医療目的に使用される。ステントは
通常、例えば体内の狭窄や動脈瘤の治療のために体内管内に設置または埋め込まれるもの
である。また、ステントは、血管の衰弱進行部や部分的な閉塞部、衰弱部、拡張部を補強
するために埋め込まれるものである。
【０００３】
　ステントは通常、自己膨張構造と機械的に膨張可能な構造が使用されている。また、あ
る部分は自己膨張型であって、ある部分は機械的に膨張可能な複合型ステントも使用され
ている。
【０００４】
　多くのステントは、正弦波形状に似たジグザグ形状、または蛇行性形状の支柱を備えて
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製造される。ステントの蛇行性部分の例としては図４ａの符号１０４に示されている。蛇
行性部分１０４はステントの周囲に伸びて、隣接する支柱間に伸びる複数個の屈曲部１０
５を含んでいる。個々の支柱はステントの縦軸１０１に対して角度θ１で配置している。
単数または複数の蛇行性部分１０４を含むステントが、図４ｂに示すように膨張していな
い状態から膨張した状態へと放射状に膨張する際には、支柱の角度θ２は縦軸に対して増
加して有効支柱長さはＬからＬ－ΔＬに減少し、結果としてステントが短くなってしまう
。
【０００５】
　しかし、配置の途中でステントが短くなることは、ステントの配置精度を低下させてし
まうことから望ましいことではない。
【０００６】
　さらに、病状を治すために患者の体内に薬を投与することは、通常は望ましいことであ
る。特に、冠動脈系の治療には多くの薬物治療がそれ単独で、または他の侵襲的処置と合
わせて有効である。
【０００７】
　かかる治療は、ニトログリセリンやエピネフリン、リドカインなどの薬物を冠動脈系治
療のために心内膜や心膜腔へ送ることを含んでいる。加えて、ヘパリンやヒルジン、レオ
プロ（登録商標）や他の抗血栓剤複合物が、閉塞した冠状動脈や心臓血管系の他の場所な
どの冠動脈系と関連する血管へ注入されることもある。さらに最近では、例えば遺伝子物
質の導入などの遺伝子治療、例えばタンパク質、細胞、脈管成長因子を含む媒介動物の導
入などの成長因子治療が、例えば、新しい血管に発達し得る新生血管導管の成長を刺激す
ることによって、虚血心細胞組織や他の冠動脈系領域の治療に潜在的利益を与えるために
おこなわれている。
【０００８】
　また、脈管構造に薬物を伝達させるために様々な方法が適用されている。例えば、多孔
質潅流風船、および／または、継続的または断続的な局所的配送を改善するための電極お
よび／または電熱線で、第一電極は潅流風船内に備えられ、第二電極は動脈付近の患者の
体の外部に備えられてなるイオン泳動、カテーテル壁に薬物を埋め込んだり挿入したりす
ること、カテーテル上の無孔風船壁および／またはカテーテルの被覆などを任意に備えた
注入カテーテルなどが含まれている。
【０００９】
　他の薬物配送方法としてはステントを使用することである。例えば、米国特許第６２５
８１２１号では、包含活性剤を解放可能な高分子被覆を有するステントが記載されている
。
【００１０】
　発明の範囲を限定することなく、本発明の概要を以下に示している。また、発明の概要
の実施形態のさらなる詳細および／または発明のさらなる実施形態は以下、発明の詳細な
説明で見ることができる。
【発明の開示】
【発明を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一実施形態としては、第一側および第二側を備えた支柱を有し、各側は交互に
山と谷を有しているステントである。第一側の山は第二側の谷と並んでいる。ステントは
さらに少なくとも一つの隣接支柱を有しており、該隣接支柱は、第一側および第二側を有
しており、各側は交互に山と谷を有している。隣接支柱の第一側の山は、隣接支柱の第二
側の谷と並んでいる。さらに、はじめの支柱の第一側の山と隣接支柱の第二側の山は並ん
でおり、はじめの支柱の第一側の谷と隣接支柱の第二側の谷は並んでいる。
【００１２】
　一実施形態としては、支柱が波紋状を呈している実施形態がある。
【００１３】
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　他の実施形態としては、支柱が、並んでいる第一側の山と第二側の谷の間に少なくとも
一つの形成された陥凹を有する実施形態である。第一側の山と第二側の谷の各並びは、隣
接支柱と同様に、形成された陥凹を有していることが好ましい。形成された陥凹は、解放
場所までステントを介して配送される治療薬剤を保持するために使用できる。形成された
陥凹は、隣接支柱と同様に、第一側の山と第二側の谷のそれぞれの間に配されるのが望ま
しい。かかる構造は、ステント強度を損なうことなく、最大の薬物量の配送を可能として
いる。
【００１４】
　他の実施形態としては、ステントの外周に伸びる蛇行性部分を有するステントである。
蛇行性部分は、複数の屈曲部を有する第一端と、複数の屈曲部を有する第二端と、それら
の間に伸びる支柱とを有している。第一端および第二端の屈曲部の少なくとも一つおよび
／または支柱のいくつかは、そこに伸びる十分に包囲された切欠き領域を有しており、お
よび／または、まったく伸びておらず、むしろ３面は包囲されていて天井が開いているよ
うに形成された陥凹を有している。該形成された陥凹は、支柱の屈曲部よりも大きさとし
ては小さいものである。
【００１５】
　ステントは、該ステントの外周に伸びる複数の蛇行性部分を有し、各蛇行性部分が第一
端および第二端に複数の屈曲部を有しているのが好ましい。各蛇行性部分の第一端および
第二端の屈曲部の少なくともいくつかは、そこに伸びて十分に包囲された切欠き領域、ま
たは全く伸びない形成された陥凹を有しているのが好ましい。より好ましくは、蛇行性部
分の各端部の各屈曲部が、そこに伸びる切欠き領域および／または全く伸びない形成され
た陥凹を有していることである。
【００１６】
　発明にかかるステントとしては、以下の実施形態がある。すなわち、ステントの近接端
に近接蛇行性部分を有し、ステントの遠心端に遠心蛇行性部分を有し、そこには、少なく
とも一つの、好ましくは近接蛇行性部分と遠心蛇行性部分の双方が、そこに伸びる切欠き
領域および／または全く伸びない形成された陥凹を備えた複数の屈曲部を有する実施形態
である。
【００１７】
　発明にかかるステントの蛇行性部分の屈曲部のいくつかは、切欠き領域および／または
形成された陥凹を有しており、または屈曲部のすべてが切欠き領域および／または形成さ
れた陥凹を有している場合もある。一実施形態としては、屈曲部の一つおきごとに切欠き
領域および／または形成された陥凹を有している実施形態もある。
【００１８】
　ある実施形態においては、支柱のいくつか、またはすべてが形成された陥凹を有してい
る実施形態もある。各支柱は、単数または複数の形成された陥凹を有することができる。
ある実施形態では、第一端および／または第二端における屈曲部のいくつかが形成された
陥凹を有する場合もある。各屈曲部は、一つのみの形成された陥凹を有する場合もあるし
、複数の形成された陥凹を有する場合もある。
【００１９】
　本発明では、切欠き領域および／または支柱が一定形状または不規則形状を呈している
。
【００２０】
　本発明のある実施形態では、各屈曲部は切欠き領域および／または形成された陥凹を有
しており、該屈曲部は第一幅を有する内側屈曲部と、第一幅よりも広い第二幅を有する外
側屈曲部を有している。切欠き領域および／または形成された陥凹は、内側屈曲部と外側
屈曲部の間に配されている。本発明の他の実施形態としては、各屈曲部は切欠き領域およ
び／または形成された陥凹を有しており、該屈曲部は第一幅を有する内側屈曲部と、第一
幅よりも狭い第二幅を有する外側屈曲部を有している。また他の実施形態としては、第一
幅と第二幅が等しい実施形態もある。
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【００２１】
　ここで開示される発明にかかるステントは、該ステントの長手方向にわたって、蛇行性
部分ごとの切欠き領域および／または形成された陥凹の数が多様である実施形態として提
供されるものである。一つの端部において少なくとも一つの蛇行性部分を有することが望
ましいが、より好ましくは、ステントの両端がステントの中間部分の蛇行性部分よりも多
くの切欠き領域および／または形成された陥凹を有することである。
【００２２】
　ここで開示される発明にかかるステントはまた、該ステントの長手方向にわたって、蛇
行性部分における切欠き領域および／または形成された陥凹の大きさが多様である実施形
態として提供されるものである。一つの端部において少なくとも一つの蛇行性部分を有す
ることが望ましいが、より好ましくは、ステントの両端がステントの中間部分の蛇行性部
分よりも大きな切欠き領域および／または形成された陥凹を有することである。
【００２３】
　ある実施形態では、本発明はステント外周に伸びる複数の蛇行性部分を有する放射状に
膨張可能なステントとして示されており、各蛇行性部分は複数の屈曲部を有しており、そ
こでは屈曲部の少なくともいくつかはそこで伸びる十分に包囲された切欠き領域を備えて
いる。切欠き領域は、ステントが非画一的に開くようにステント周りに配されている。一
実施形態としては、ステントは該ステントの近接端に近接蛇行性部分を、ステントの遠心
端に遠心蛇行性部分を、ステントの中間部分に先行してステントの近接端および遠心端の
一方または双方が開くようにステントの近接端および遠心端と切欠き領域の間に中間部分
をそれぞれ配している実施形態である。他の実施形態としては、ステントの両端の一方ま
たは双方に先行して該ステントの中間部分が開くように、切欠き領域が配されている実施
形態もある。切欠き領域はステントが膨張する前は実質的には弓形であるのが典型的であ
るが、他の形態の切欠き領域が使用される場合もある。各蛇行性部分の各屈曲部は切欠き
領域を有しているのが好ましい。これらの実施形態では、切欠き領域と任意に組み合わさ
れ得る治療薬剤の配送のための陥凹により、非画一的に開くステントや治療薬剤を配送す
るステントを提供することができる。
【００２４】
　本発明はさらに、第一端および第二端を有する少なくとも一つのチューブ状の蛇行性部
材を有しているステントを示すものである。蛇行性部材は、第一端に複数の屈曲部を有し
、第二端に複数の屈曲部を有し、それらの間に伸びる支柱を有している。ある実施形態で
は、第一端および第二端の各屈曲部は十分に包囲されてそこに伸びる切欠き領域を有して
いる。また、ある実施形態では、第一端および第二端の各屈曲部および／または支柱が、
形成された陥凹を有している。ステントは、隣接するチューブ状の蛇行性部材と相互に連
結する複数のチューブ状の蛇行性部材を有している。十分に包囲された切欠き領域を有す
るこれらの実施形態においては、十分に包囲された切欠き領域の形状がステントの膨張時
に変化するのが好ましい。より好ましくは、十分に包囲された切欠き領域がステントの膨
張していない形状の際には第一面積によって規定され、ステントが膨張した形状の際には
第一面積よりも大きな第二面積によって規定される実施形態である。
【００２５】
　発明にかかるステントはまた、以下の実施形態において提供され得る。すなわち、十分
に包囲された切欠き領域および／または形成された陥凹がステントが膨張していない形状
の際には第一幅で規定され、ステントが膨張した形状の際には第一幅よりも大きな第二幅
で規定されるという実施形態である。
【００２６】
　発明にかかるステントの切欠き領域および／または形成された陥凹は、ステントが非膨
張状態の際には弓形であるのが典型的である。尤も、ここではその他の切欠き領域および
／または形成された陥凹の形状も開示されてはいるが。
【００２７】
　他の実施形態として、本発明はステント外周に伸びる蛇行性部分を有するステントを示
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しているが、かかる蛇行性部分は第一端および第二端を有しており、第一端は複数の屈曲
部を有し、第二端は複数の屈曲部を有し、それらの間に伸びる支柱を有しており、第一端
の少なくとも一つの屈曲部において、第二端の少なくとも一つの屈曲部において、それら
の間の少なくとも一つの支柱において、またはそれらの組み合わせにおいては、複数の形
成された陥凹を有しているステントである。
【００２８】
　形成された陥凹はいかなる形状であってもよい。ある実施形態では、形成された陥凹は
実質的に円形であったり、楕円形であったりする場合がある。
【００２９】
　本発明はまた、ここで開示される発明にかかるステントのいずれかとカテーテルの組み
合わせを示すものでもある。ステントは、近接端および遠心端と複数の相互接続された蛇
行性ベルトを有するものであるが、該蛇行性ベルトは、複数の切欠き領域および／または
、蛇行性ベルトの屈曲部または蛇行性ベルトの支柱に位置する形成された陥凹を有してい
る。切欠き領域および／または形成された陥凹を有する単数または複数の蛇行性ベルト周
りには固定スリーブが配されている。
【００３０】
　本発明のある実施形態としては、ステントの骨格を形成する連結部材および支柱を有す
る典型的なステント構造のステントがある。かかるステントの骨格はさらに、患者の体内
に配送される薬剤や麻薬を保持する貯蔵所を提供する形成された陥凹を有している。かか
る形成された陥凹は様々な構造または形状であり、様々な深度や大きさ、例えば幅や長さ
や外周を有している。さらに、ステント骨格に配される形成された陥凹の数もまた多様で
ある。かかる実施形態においては、ステントは薬剤や麻薬を体内の目標位置に配送するた
めに設計されている。さらには、ある実施形態において、本発明のステントは、限定する
ものではないが、以下のような治療薬剤を患者の脈管構造に配送されるように設計されて
いる。すなわち、治療薬剤としては、遺伝子物質、成長因子、抗新生物質、抗有糸分裂、
抗炎症薬、抗血小板物質、抗凝血剤、抗線維素、アンチトロンビン、抗増殖性物質、抗生
物質、酸化防止剤、抗アレルギー性薬剤などやそれらの組み合わせなどである。本発明は
薬剤が体内の目標位置または体内の選択された細胞組織領域に直接沈積されることを可能
とするものである。
【００３１】
　そのために、本発明のステントは該ステントの骨格中に切欠きや形成された陥凹、また
はそれらの組み合わせを有するものである。
【００３２】
　本発明のさらなる詳細および／または実施形態は以下で論じられている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　本発明は様々な形態で実施され得るが、ここでは本発明のより好ましい実施形態を詳細
に説明している。この説明は発明の本質を例示したものであるが、説明された特定の実施
形態に発明を限定する意味ではない。
【００３４】
　本開示において、図の参照番号は、他の示唆がない場合にはその外観を示すものである
。また、本開示において、切欠き領域とは、ステント材質に包囲された開口を有するステ
ントの蛇行性部分の領域を示している。切欠き領域とは、切欠くといった特定のステント
形成方法を意味するものではなく、むしろ切欠き領域においてステントが存在しないこと
を示すものである。
【００３５】
　さらに、本開示において、形成された陥凹とは、開口を有していないステントの蛇行性
部分の領域を示しており、様々な深度のステント材質における陥凹のことを示すものであ
る。この形成された陥凹とは、以下、治療薬などの薬剤を保持するために使用され得る貯
蔵所であるステントの蛇行性部分の領域を包含するものとして使用され、また、溝や経路
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、隙間、段、孔などで記載され得るものを包含するものとして使用される。形成された陥
凹はいかなる形状であってもよい。特定形状としては、引き延ばされた楕円形、実質的に
円形の陥凹、楕円、長方形、正方形、三角形などを包含するものである。以下、実質的に
円形とは、楕円などを包含するものとして使用される。
【００３６】
　これらの形成された陥凹は、様々な深度で全く延びることのないステントの蛇行性部分
の領域である。上記するステント材質とは、本発明の切欠き、または形成された陥凹に提
供される治療薬を示すものではない。
【００３７】
　一般に、本発明は、例えばニチノール（登録商標）などのニッケルチタニウム形状記憶
合金のような形状記憶合金や、ステンレス鋼などを含む適当なステント材質でできた放射
状に膨張可能なステントを提供するものである。ステントは、ステントの円筒形輪郭と外
接する円周方向のセグメントとして作用する一連の支柱を包含している。それぞれのステ
ントはステントの円筒形輪郭の中心軸に垂直な分離した面が並んでいる。ステントは、該
ステントを形成するために相互に結合する様々に異なった多数の支柱を有している。
【００３８】
　本発明の一つの実施形態として、各支柱が第一側と第二側を有し、各側が各支柱の長手
方向に沿って谷と山を交互に備えた一連の屈曲を備えている。各支柱の第一側の山は各支
柱の第二側の谷と並んでいる。
【００３９】
　支柱は相互に隣接している。各隣接支柱は第一側および第二側を有し、各側は各支柱の
長手方向に交互に谷と山をもった一連の屈曲部を有している。支柱の第一側の谷は隣接支
柱の第二側の谷と並んでおり、支柱の第一側の山は隣接支柱の第二側の山と並んでいる。
【００４０】
　各支柱の大きさは様々である。さらに、支柱から支柱までの大きさも様々である。かか
る大きさは、各谷の底と各山の頂上との距離によって決定され、支柱が放射状に膨張して
大きさが減少した際には変更される。
【００４１】
　縦方向に隣接した支柱は相互に連結部材で結合されている。様々な実施形態において、
かかる連結部材は実質上、線形、Ｕ字形、Ｖ字形、Ｓ字形などである。
【００４２】
　図を見ると、図１ａには本発明の実施形態が図示されている。支柱１は、第一側ａと第
二側ｂを有し、支柱２は第一側ａと第二側ｂを有している。加えて、各支柱は山１０と谷
２０を有している。支柱１の第一側ａの山１０は、支柱１の第二側の谷２０と並んでいる
。隣接する支柱２の第二側ｂの山は支柱１の第一側ａの山１０と並んでおり、隣接する支
柱２の第二側ｂの谷２０は隣接する支柱２の第一側ａの谷２０と並んでいる。上述するよ
うに大きさは様々である。
【００４３】
　図１ｂは図１ａのステントが膨張した状態を図示している。加えて、連結部材１２，１
４が縦方向に隣接する支柱間に見られる。
【００４４】
　図１ｃは、支柱形状の異なる形態を図示したものであり、バンド１５，１７が図１ｂに
示されたバンド１３，１４に置換されている。バンド１６はまた、本発明の改良された支
柱の形態に置換され得る。さらには、バンド１５，１６および／または１７の組み合わせ
は本発明で記載されるような支柱形態に置換され得る。
【００４５】
　図２ａは本発明の他の実施形態を図示したものであるが、実質的には各支柱１，２にお
いて、円形陥凹３０が並んだ山１０と谷２０の間に位置している。本発明では、形成され
た陥凹３０は治療薬を収容するために適度に使用される。
【００４６】
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　ステントに使用される陥凹の量や陥凹の大きさ、深度はすべて、体内に挿入される薬物
量の調整に応じて多様である。陥凹は縮んでいる間は薬物が妨げられるのを防ぐことに関
与し、薬物は表面下に置かれているために、薬物は除去されることなく目標位置へ配送さ
れることとなる。
【００４７】
　上記実施形態では、陥凹が支柱から支柱へ千鳥配置となるステント構造である。かかる
実施形態は、ステント自体の全体の状態を損なうことなく、薬物配送に有効な表面積の極
大化を可能とするものであるために望ましいものである。
【００４８】
　かかる方法で配送され得る薬物は、患者の体内にうまく配送される、特に体内の目標位
置にうまく配送され得るあらゆる薬物を含むものである。この薬物の例としては、限定す
るものではないが、麻薬や放射性物質を含む治療薬などが挙げられる。治療薬とは、限定
するものではないが、ここでは以下のものを含んでいる。すなわち、アンチトロンビン、
抗増殖性物質、麻酔薬、抗線維素、抗凝血剤、抗新生物薬／抗増殖性物質／抗凝瞳薬、成
長因子阻害薬、転写活性化因子、並進阻害薬を含む脈管細胞成長阻害薬（例えば、タンパ
ク質、血管成長因子を含む細胞や媒介動物）、成長因子抑制剤を含む脈管細胞成長抑制剤
、成長因子受容体抑制因子、転写活性化抑制体、並進抑制体、複製抑制剤、抑制抗体、成
長因子に対抗する抗体、成長因子や細胞毒素からなる二官能性分子、抗体や細胞毒素から
なる二官能性分子、クロレステロル（ｃｈｌｏｌｅｓｔｅｒｏｌ）低減薬、血管拡張薬、
遺伝子治療用の遺伝子物質、血小板受容体抑制因子、抗血小板受容体抗体のような抗血小
板薬、プロスタグランジン阻害薬、血小板阻害薬、ダニ抗血小板ペプチド、抗体、内因性
血管作用構造の妨げとなる薬などのことである。
【００４９】
　アンチトロンビン、抗凝血剤、抗血小板物質、抗線維素の例としては、限定するもので
はないが、マサチューセッツ州ケンブリッジ市のバイオジェン社によるアンジオマックス
（ＡＮＧＩＯＭＡＸ）（登録商標）などのトロンビン阻害薬や、Ｄ－ｐｈｅ－ｐｒｏ－ａ
ｒｇクロロメチルケトン（合成アンチスロンビン）、デキストラン、プロスタサイクリン
、プロスタサイクリンアナログ、ナトリウムヘパリン、ヘパリンやヘパリン派生物、ヘパ
リノイド、ヒルジン、遺伝子組み替えヒルジン、糖タンパクIIｂ／IIIａ血小板膜受容体
抑制因子抗体、プロスタサイクリン、プロスタサイクリンアナログ、アルガトロバン（ａ
ｒｇａｔｒｏｂａｎ），フォースコリン（ｆｏｒｓｋｏｌｉｎ），バピプロスト（ｖａｐ
ｉｐｒｏｓｔ）、ジピリダモール、ウロキナーゼ、ピーパック（ｐＰａｃｋ）（デキスト
ロフェニルアラニン、プロリン、アルギニン、クロロメチルケトン）、ＲＧＣペプチド含
有化合物、血小板受容体抑制因子、アンチトロンビン抗体、抗血小板受容体、抗体、アス
ピリン、プロスタグランジン阻害薬、血小板阻害薬、ダニ抗血小板ペプチドなどである。
【００５０】
　細胞増殖抑制薬や抗増殖性薬の例としては、限定するものではないが、エノザプリン（
ｅｎｏｘａｐｒｉｎ）、アンギオペプチン（ａｎｇｉｏｐｅｐｔｉｎ）、ブリストルマイ
ヤーズスクイーズ社から入手可能なカポテン（ＣＡＰＯＴＥＮ）（登録商標）やカポザイ
ド（ＣＡＰＯＺＩＤＥ）（登録商標）を含むカプトプリルなどの酵素阻害薬を変換するア
ンギオテンシン、シラザプリル（ｃｉｌａｚａｐｒｉｌ）や、ニュージャージー州ホワイ
トハウスステーションのメルクアンドカンパニー社から入手可能なプリニビル（ＰＲＩＮ
ＩＶＩＬ）（登録商標）やプリニザイド（ＰＲＩＮＩＺＩＤＥ）（登録商標）などのリシ
ノプリル、ニフェジピンなどのカルシウムチャンネル遮断薬、コルヒチン、筋細胞増殖を
遮断可能なモノクローナル抗体、ヒルジンや遺伝子組み替えヒルジン、アセチルサリチル
酸、線維芽細胞増殖因子抑制因子、魚油（オメガ３脂肪酸）、ヒスタミン抑制因子、ロバ
スタチン（抗線維素の阻害薬や、メルクアンドカンパニー社からメバコール（ＭＥＶＡＣ
ＯＲ）（登録商標）の商品名として入手可能なコレステロール低減薬であるＨＭＧ－Ｃｏ
Ａ還元酵素阻害薬、ナトリウムヘパリンを含むアンチトロンビン、ヘパリンやヘパリン派
生物、ヘパリノイド、ヒルジンや遺伝子組み替えヒルジン、アルガトロバン（ａｒｇａｔ
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ｒｏｂａｎ）、フォースコリン（ｆｏｒｓｋｏｌｉｎ）、バピプロスト（ｖａｐｉｐｒｏ
ｓｔ）、プロスタサイクリンやプロスタサイクリンアナログ、デキストラン、ジピリダモ
ール、Ｄ－ｐｈｅ－ｐｒｏ－ａｒｇクロロメチルケトン（合成アンチスロンビン）、糖タ
ンパクIIｂ／IIIａ血小板膜受容体抑制因子抗体など、バイオジェン社によるアンジオマ
ックス（ＡＮＧＩＯＭＡＸ）（登録商標）などのトロンビン阻害薬、プロスタグランジン
阻害薬、セロトニン遮断薬、ステロイド、チオプロティーズ阻害薬、血小板由来増殖因子
抑制因子、一酸化窒素、血小板由来増殖因子受容体のようなモノクローナル抗体、ニトロ
プルシド、ホスホジエステラーゼ阻害薬、スラミン、セロトニン遮断薬、トリアゾロピリ
ミジン（血小板由来増殖因子抑制因子）などである。
【００５１】
　抗炎症薬の例としては、限定するものではないが、デキサメタゾンやプレドニゾロン、
コルチコステロン、ブデソニド（ｂｕｄｅｓｏｎｉｄｅ）、エストロゲン、サルファサラ
ジン、メザラミンなどである。
【００５２】
　抗新生物薬／抗増殖性物質／抗凝瞳薬の例としては、限定するものではないが、コネチ
カット州のスタンフォードのブリストルマイヤーズスクイーズ社のタキソール（ＴＡＸＯ
Ｌ）（登録商標）などのパクリタキセル、ドイツのフランクフルトにあるアベンティスの
タキソテール（ＴＡＸＯＴＥＲＥ）（登録商標）などのドセタキセル（ｄｏｃｅｔａｘｅ
ｌ）、メトトレキサート、アザチオプリン、ビンクリスチン、ビンブラスチン、５フルオ
ロウラシル、ニュージャージー州のピーパックにあるアップジョン社のアドリアマイシン
（ＡＤＲＩＡＭＹＣＩＮ）（登録商標）のようなドキソルビシン塩酸塩、コネチカット州
のスタンフォードのブリストルマイヤーズスクイーズ社のムタミシン（ＭＵＴＡＭＹＣＩ
Ｎ）（登録商標）のようなマイトマイシン、シスプラチン、エポチロン（ｅｐｏｔｈｉｌ
ｏｎｅｓ）、エンドスタチン（ｅｎｄｏｓｔａｔｉｎ）、アンジオスタチン、チミジンキ
ナーゼ阻害薬などである。
【００５３】
　麻酔薬の例としては、限定するものではないが、リドカイン、ブピバカイン、ロピバカ
イン（ｒｏｐｉｖａｃａｉｎｅ）などがある。抗アレルギー薬の例としては、パーミロラ
スト（ｐｅｒｍｉｒｏｌａｓｔ）カルシウムである。治療薬の他の例としては、限定する
ものではないが、アルファインターフェロンがある。
【００５４】
　本発明のステントを使用して患者の体内に置かれ得る遺伝子物質の例としては、限定す
るものではないが、アンチセンスＤＮＡおよびＲＮＡ、ｔＲＮＡやｒＲＮＡとコード化さ
れたＤＮＡ、ＣＤ阻害薬を含む細胞周期阻害薬、チミジンキナーゼや細胞増殖を阻害する
のに有効な他の薬物、骨形成タンパク質などである。骨形成タンパク質は、限定するもの
ではないが、ＢＭＰ－２、ＢＭＰ－３、ＢＭＰ－４、ＢＭＰ－５、ＢＭＰ－６（Ｖｇｒ－
１）、ＢＭＰ－７（ＯＰ－１）、ＢＭＰ－８、ＢＭＰ－９、ＢＭＰ－１０、ＢＭＰ－１１
、ＢＭＰ－１２、ＢＭＰ－１３、ＢＭＰ－１４、ＢＭＰ－１５、ＢＭＰ－１６などである
。中でも、ＢＭＰ－２、ＢＭＰ－３、ＢＭＰ－４、ＢＭＰ－５、ＢＭＰ－６、ＢＭＰ－７
を使用するのが好ましい。かかる二量体タンパク質は、ホモ二量体やヘテロ二量体、また
はそれらの結合物、それらが単独で、またはそれらと骨形成タンパク質の川上または川下
の効果を包含可能な他の分子との結合物として与えられ得る。例えば、ヘッジホッグタン
パク質やそれらをコード化するＤＮＡは骨形成タンパク質と組み合わされて使用され得る
。
【００５５】
　体内の目標位置に置かれる細胞は、人間固有の細胞（自己の細胞または人間の細胞）で
ある場合もあるし、動物の細胞（異種細胞）である場合もあるが、遺伝学的には、それら
は上皮細胞の移植場所に大切なタンパク質をうまく配送するように設計されている。配送
媒体は、当業者に周知の細胞の機能や実行可能性を維持するために、随時編成され得る。
【００５６】
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　放射性同位体は、放射線治療における人工器官を使用する際に使用され得るが、限定す
るものではないものの、リン酸（Ｈ３Ｐ３２Ｏ４）、パラジウム（Ｐｄ１０３）、セシウ
ム（Ｃｓ１３１）、ヨウ素（Ｉ１２５）などを含んでいる。
【００５７】
　上記の列挙は排他的なものではなく、典型的な目的のみを意図するものである。治療薬
や他の薬物の予防や治療特性は通常の当業者には周知のものであり、上記の列挙は単に例
示に過ぎず、本発明の範囲を制限する意図ではない。ここで列挙されていない他の治療薬
や他の薬物も同様に使用することは可能であり、また当業者にも周知のことである。図２
ｂの実施例は、膨張状態にある支柱１，２それぞれにおいて並んだ山１０と谷２０の間に
位置する円形の陥凹３０を実質的に備えた同一のステント構造を示している。
【００５８】
　図３ａは、図２ａで示されたステント構造の他の実施形態を図示したものであり、陥凹
３０は伸びた楕円形となっている。図３ｂは、膨張状態にある同一のステント構造を図示
したものである。
【００５９】
　本発明の他の実施形態としては、ステントが該ステントの周りに伸びる複数の蛇行性部
分を備えることができる。本開示の目的は、蛇行性部分とは、限定するものではないが、
ジグザグ形状のことである。蛇行性部分は、限定するものではないが、鋭角な屈曲部や緩
やかな屈曲部を備えた形態を包含している。
【００６０】
　図を参照すると、ステントの周りに伸びる複数の蛇行性部分を有する該ステントは、図
６ａでは１００で示されている。蛇行性部分１０４は、該蛇行性部分の近接端および遠心
端に複数の屈曲部１０５を有している。
【００６１】
　蛇行性部分１０４は単数または複数の連結部材１１２で一方と他方が接続されている。
図６ａに示すように、連結部材１１２は湾曲部と支柱を有している。ここで、支柱とは、
直線形状やその他の曲線を含む形状の双方を包含するものとして使用され得る。連結部材
１１２の第一端１１２ａと第二端１１２ｂは相互に外周に分かれている。
【００６２】
　図６ａ～図８ａで示されているように、蛇行性部分１０４の近接端１０６と遠心端１０
８には、切欠き領域１１６が備えてある。該切欠き領域１１６はバンドの屈曲部１０５と
実質的には同様の屈曲を有しており、内部の屈曲部１０７と外部の屈曲部１０９を明確に
している。切欠き領域１１６は、実質的に屈曲部１０５の半径に沿って伸びていることが
望ましい。
【００６３】
　図８ａで示すように、蛇行性部分１０４の長手の全長はＬで示されており、蛇行性部分
の内側の半径間の距離はＬ１で示されている。切欠き部分の幅は、内側の屈曲部１０７と
外側の屈曲部１０９の間の最大距離で決定されるが、Ｌ２で示されている。
【００６４】
　図９ａで示すように、ステントの膨張時には、膨張した蛇行性部分１０４の長手の全長
はＬ１’で示されており、Ｌよりもわずかに短くなっている。Ｌ１’で示されている、膨
張時の蛇行性部分の内側半径間の距離の減少は、Ｌ２’で示されている、内側の屈曲部１
０７と外側の屈曲部１０９の間の最大距離の増加によって相殺される。
【００６５】
　さらに本発明のステントは、患者の体内に薬物を配送する際に使用するのが望ましく、
特に体内の目標位置にうまく配送する際に好適である。図５ａでは典型的なステント形状
を１００で図示しており、図５ｂでは、ステントの骨格を形成する連結部材１１２や蛇行
性部分１０４を備えたステントを１００で図示している。蛇行性部分１０４ｗは、治療薬
のような薬物を保持するための貯蔵所を提供する実質的に円形で様々な深度の陥凹３０を
陳列している。図５ｂには図５ａに示されたものと同じステントが示されているが、形成
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された陥凹は実質的に円形というよりは引き延ばされた楕円形で表されている。様々な深
度の陥凹の例を示した側面図が、図５ａや５ｂでは符号１０３で示されている。上記する
ように、ステントに使用される陥凹の量や大きさ、深度はすべて体内に沈積される薬物量
の調整に応じて多様である。陥凹は縮んでいる間は薬物が妨げられるのを防ぐことに関与
し、薬物は表面下に置かれているために、薬物は除去されることなく目標位置へ配送され
ることとなる。
【００６６】
　図６ｂ～図９ｂや図６ｃ～図９ｃは、ステントの他の実施形態を図示したものであるが
、図６ａ～図９ａのステントと似た形状を呈している。これらの実施形態では、陥凹は縮
んでいる間は薬物が妨げられるのを防ぐことに関与し、薬物は表面下に置かれているため
に、薬物は除去されることなく目標位置へ配送されることとなる。そのため、ステント１
００の蛇行性部分１０４に沿って形成された陥凹が延びていないことが好ましい。
【００６７】
　図６ｃ、７ｃ、８ｃ、９ｃは、蛇行性部分１０４の屈曲部１０４ａと支柱１０４ｂの双
方に複数の形成された陥凹を有したステントを表している。
【００６８】
　図１０ｆは、本発明の発明にかかるステントを図示したもので、蛇行性部分１０４の屈
曲部１０４ａと支柱１０４ｂの双方に複数の形成された陥凹を有している。かかる実施形
態では、形成された陥凹の配置形態は不規則となっている。
【００６９】
　さらに本発明では、図６ａ～９ａで示されている以外にも、ステントの蛇行性部分の領
域において、引き延ばされた楕円形および／または実質的に円形の陥凹、またはその他の
形状の陥凹が備えてある。例えば、図６ｂ～９ｂでは、引き延ばされた楕円形が蛇行性部
分１０４の支柱１０４ｂに見られる一方で、図６ｃ～９ｃでは、実質的に円形の陥凹が蛇
行性部分１０４の屈曲部１０４ａおよび支柱１０４ｂの双方に見られる。
【００７０】
　図１０ａは、屈曲部に切欠き範囲を備えたステントを示している。図１０ｂは、ステン
トの支柱に引き延ばされた楕円形の陥凹が屈曲部に切欠き領域を備えた状態で図示されて
いる。図１０ｃは、屈曲部に切欠き領域を備え、ステント支柱に実質的に円形に形成され
た陥凹を備えたステント構造を図示している。図１０ｄは、使用され得る様々な形状の形
成された陥凹を図示している。図１０ｅは、同一ステントにおいて、異なる大きさに形成
された陥凹であることのほかに、引き延ばされた楕円形や実質的に円形の陥凹の双方を包
含する形態を図示している。図１０ｆは、ステント支柱に沿って形成された陥凹が不規則
に位置する実施形態を図示している。
【００７１】
　風船のように膨らむステントの場合には、切欠きはステントが縮んでいる間は図１０ａ
～１０ｃのようになり、切欠き領域１１６の大きさは少し減少し、内側の屈曲部１０７と
外側の屈曲部１０９の間の間隔は狭い。縮んだステントの切欠き領域の減少の規模は、ス
テントが縮んでいる間に生じ得るステント長さの増加で補われている。
【００７２】
　上記外観は発明にかかるステントの典型であるが、他の蛇行性の形態も同様に使用され
得ることは勿論のことである。例えば、蛇行性部分は長さ方向に一定の断面または多様な
断面を有している。後者の場合、蛇行性部分の幅や厚みは該蛇行性部分の長さ方向に沿っ
て多様である。
【００７３】
　例えば図６に示すように、隣接する蛇行性部分１０４は相互に位相が不一致である。本
発明の範囲には、隣接する蛇行性部分が相互に位相が一致しているものも含んでいる。よ
り一般的には、隣接する蛇行性部分同士が相互に９０度および１８０度に位相がずれた位
相関係にある場合がある。
【００７４】
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　隣接する蛇行性部分同士は、同一の周波数および／または同一の振幅の場合もあるし、
異なる周波数および／または異なる振幅の場合もある。隣接する蛇行性部分同士が異なる
周波数および振幅である発明にかかるステントの例が、図１１ａでは符号１００で示され
ている。蛇行性部分１０４ｖ、１０４ｘ、１０４ｚは第一の周波数および振幅を備え、蛇
行性部分１０４ｗ、１０４ｙが第二の、より高い周波数でより小さな振幅を備えている。
【００７５】
　図１１ｂは、第一の周波数および振幅を有する蛇行性部分１０４ｖ、１０４ｘ、１０４
ｚと、第二のより高い周波数でより小さな振幅を有する蛇行性部分１０４ｗ、１０４ｙに
切欠き領域１１６を有している場合を含んでいる。あるいは、切欠き領域１１６がステン
ト材質に沿って延びない、引き延ばされた楕円形であってもよい。
【００７６】
　他の形態の連結部材はまた、図１１ａで示されるように実質上直線の連結部材を含むこ
ともあり、曲がっていて支柱を有していない場合や単数または複数の屈曲部と単数または
複数の支柱を有している連結部材もある。また、各連結部材の第一端と第二端が図１１ｃ
に示すように相互の外周間に直線状を保っていたり、図６に示すように相互に外周間にオ
フセットされている。第一端と第二端が外周間を相互にオフセットされ、ステントの長手
方向の軸に並行でない直線状の連結部材の例が国際公開第９６２６６８９号に示されてい
る。
【００７７】
　各連結部材は、長手方向に一定の断面を有している場合や、長手方向に多様な断面を有
している場合がある。後者の場合は、連結部材の幅および／または厚みが該連結部材の長
手方向に様々である。
【００７８】
　図１１ｄ～１１ｉは図示のような形態の発明にかかるステントを示している。図１１ａ
～１１ｃにおける切欠き領域は治療薬のような薬物を保持するための貯蔵所として作用す
る様々に形成された陥凹に置き換えられている。図１１はステントの実施形態を図示して
いるが、そこでは、引き延ばされた楕円形の陥凹が蛇行性部分の支柱１０４ｂに沿って配
置されている。引き延ばされた楕円形の陥凹は蛇行性部分１０４ｖおよび１０４ｚに示さ
れている。しかし、他の形態の陥凹が蛇行性部分のいたるところに配置されることもあり
、以下に図示されるように様々な組み合わせがあり得る。
【００７９】
　図１１ｅは他の実施形態を示しているが、かかる実施形態では、陥凹が円形で示される
とともに蛇行性部分の屈曲部１０４ａと支柱１０４ｂの間に位置している。この実施形態
では、陥凹は蛇行性部分１０４ｘに示されているが、他の蛇行性部分に位置する場合もあ
る。
【００８０】
　図１１ｆはまた他の実施形態であるが、形成された陥凹は、蛇行性部分１０４ｖ～１０
４ｚにおいて引き延ばされた楕円形や実質的に円形に形成された陥凹の双方を含んでいる
。引き延ばされた楕円形や実質的に円形に形成された陥凹は、蛇行性部分の屈曲部１０４
ａと支柱１０４ｂの双方に示されている。
【００８１】
　図１１ｇは他の実施形態を示しているが、ここでは、蛇行性部分１０４ｖ、１０４ｘ、
１０４ｚの各支柱１０４ｂに沿って引き延ばされた楕円形に形成された陥凹が位置してい
る。
【００８２】
　図１１ｈは他の実施形態を図示したものであるが、形成された陥凹が三角形の状態にあ
って、蛇行性部分１０４ｗと１０４ｙの各屈曲部１０４ａに位置している。
【００８３】
　図１１ｉは他の実施形態を図示したものであるが、形成された陥凹が、蛇行性部分１０
４ｖ、１０４ｘ、１０４ｚの屈曲部１０４ａおよび支柱１０４ｂの双方に位置している。
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形成された陥凹は様々な幾何学的な形状や形態であり、形成された陥凹の配置も同様に多
様である。
【００８４】
　上図はある陥凹形状や、あるステントの配置形態を図示したものに過ぎず、本発明の範
囲を限定するものではない。かかる外観は、本発明の範囲を逸脱しないあらゆる形状や形
態を適用するものであり、上述は本発明の範囲を限定するものではない。
【００８５】
　また、発明にかかるステントの実施形態としては図６ａに示すように、蛇行性部分の屈
曲部の数と連結部材の数が１：１の関係にあるものもあるが、屈曲部よりも連結部材の数
が少ない実施形態や屈曲部よりも連結部材の数が多い実施形態もある。
【００８６】
　前者の例が図１２に示されている。図１２のステントでは、屈曲部の一つおきに連結部
材がある。発明にかかるステントとしては、連結部材の間隔が他の一定間隔や不規則な間
隔の場合もある。
【００８７】
　屈曲部に多様な形態や幾何学形状の切欠き領域や形成された陥凹を有するステントは本
発明の範囲に含まれるものであり、蛇行性部分の支柱領域に多様な形態や幾何学形状の切
欠き領域や形成された陥凹を有するステントもまた本発明の範囲に含まれるものである。
【００８８】
　ステントの蛇行性部分の屈曲部における発明にかかる切欠き領域の例が図１３に示され
ている。屈曲部１０５における切欠き領域１１６は中心に位置しており、内側の屈曲部１
０７と外側の屈曲部１０９が同じ幅となっている。切欠き領域１１６は図１４に示すよう
に屈曲部１０５の内側の直径により近接配置され、結果として内側の屈曲部１０７が外側
の屈曲部１０９よりも狭い幅となっている場合もある。他の実施形態としては、切欠き領
域１１６が図１５に示すように、屈曲部１０５の外側の直径により近接配置され、結果と
して内側の屈曲部１０７が外側の屈曲部１０９よりも広い幅となっている場合もある。
【００８９】
　切欠き領域１１６の大きさは、ステントの収縮程度の調整や、風船のように膨らむステ
ントの場合には膨張に必要な力を調整する際に変化する。広い切欠き領域の例が図１６に
示されている。
【００９０】
　本発明によれば、一つ以上の切欠き領域が屈曲部付近に備えてある。図１７ａで示す本
発明の実施形態では、屈曲部１０５に３つの円形の切欠き領域１１６が備えてある。本発
明の他の実施形態としては、図１７ｄに示されるように、屈曲部付近に複合的な切欠きが
備えてある。いずれのステントも、ここでは、屈曲部付近に複合的な切欠きを備えている
のがより一般的である。
【００９１】
　ここで開示されている発明の実施形態の多くは、切欠き領域が実質的に弓形の外観を呈
している。他の形成された切欠き領域もまた提供され得る。例示によれば、楕円形の切欠
き領域は、図１７ｂでは符号１１６で示されたステントの長手軸に並行な主軸を備えてい
る。ステントの長手軸に並行な主軸を備えた楕円形の切欠き領域は、図１７ｃでは符号１
１６で示されている。複数の楕円形の切欠き領域を備えたものが図１７ｄに示されている
。
【００９２】
　切欠き領域の長さは、発明に応じて調整され得る。例えば蛇行性部分の屈曲部における
切欠き領域では、切欠き領域１１６の最小長さは図１７ａで示されており、切欠き領域１
１６の最大長さは例えば図１８で示されている。図１８に示される切欠き領域１１６は、
屈曲部１０５の半径部分の全長に沿って伸びている。屈曲部１０５が複数の切欠き領域１
１６を含んでいることは注目する点である。本発明の他の実施形態のいずれもが、屈曲部
ごとに複数の切欠き領域を備えて形成されている。例えば切欠き領域が弓形である本発明
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の実施形態においては、複数の弓形の領域が備えてある。
【００９３】
　切欠き領域においては、図１９に示すような不規則な形状からなる切欠き領域も本発明
の範囲である。
【００９４】
　図２０に示すように、屈曲部から連結部材が伸びているところでは、切欠き領域１１６
は連結部材１１２の長手方向の伸びに応じて屈曲部１０５の領域に制限され得る。図２０
の連結部材１１２は、内側の屈曲部１０７または屈曲部１０５の内側直径から伸びている
。連結部材１１２が内側の屈曲部１０７から伸びるより大きな切欠き領域１１６の例が図
２１に示されている。
【００９５】
　図２２は、より大きな切欠き領域１１６が連結部材１１２に伸びているものを図示して
いる。連結部材１１２は内側の屈曲部１０７から伸びている。図２３は、今度は外側の屈
曲部１０９から伸びている連結部材１１２により大きな切欠き領域１１６が伸びているも
のを図示している。
【００９６】
　これまでの実施形態では、図１３～２３に図示される切欠き領域は、ステントを通って
伸びる切欠き領域としてよりはむしろ、様々な深度のステントを通って伸びる、引き延ば
された楕円形または他の形状の陥凹に置換され得る。さらには、ステントは切欠き領域と
陥凹とのある組み合わせを有することもある。
【００９７】
　さらに本発明としては、切欠き領域や形成された陥凹が図６に示されるように、ステン
トの蛇行性部分の屈曲部のすべてに備えられる場合もあるし、蛇行性部分の屈曲部のいく
つかの部分にのみ備えられる場合もある。屈曲部の数よりも少ない切欠き領域または形成
された陥凹を有する蛇行性部分を備えたステントの例が図２４に示されている。
【００９８】
　図２４のステントでは、切欠き領域はまず、ステントの近接端および遠心端の開口を円
滑にするために配列しており、引き延ばされた楕円形の陥凹は、体内の目標位置に配送さ
れる麻薬のような薬物を保持するための貯蔵所として作用すべく配列している。ステント
の近接端にある蛇行性部分は、切欠き領域や形成された陥凹３０を蛇行性部分の近接屈曲
部に有しており、ステントの遠心端の蛇行性部分は、切欠き領域や形成された陥凹３０を
蛇行性部分の遠心屈曲部に有している。本発明の他の実施形態としては、ステントの近接
端における蛇行性部分は該蛇行性部分の遠心屈曲部に切欠き領域１１６または形成された
陥凹３０を有しており、ステントの遠心端における蛇行性部分は該蛇行性部分の近接屈曲
部に切欠き領域１１６または形成された陥凹３０を有しているものが、図２５に示されて
いる。図２５に示されるステントが陥凹３０よりも切欠き領域１１６を有している場合に
は、切欠き領域は端部の開口に先んじて開いている。より一般的には、ステントの個々の
蛇行性部分は、ステントの特性、すなわち、望ましい開口特性やステントが麻薬の配送に
も使用されるか否かといったことを調整すべく、蛇行性部分の近接端または蛇行性部分の
遠心端に単独に切欠き領域を有している。
【００９９】
　隣接する切欠き領域や形成された陥凹同士が、蛇行性部分に沿ってより離れた間隔をあ
けるのも本発明の範囲内のものである。例えば切欠き領域１１６や形成された陥凹３０は
３番目または４番目の屈曲部ごとに設けられてさらに間隔を開けられ得る。
【０１００】
　また、切欠き領域１１６または陥凹３０の隣接する組が、蛇行性部分に沿ってさらに間
隔をあけられているのも本発明の範囲内のものである。例えば、図２６に示すように、屈
曲部１０５の一つおきの組に切欠き領域１１６または形成された陥凹３０が備えられてい
る。切欠き領域または形成された陥凹の隣接する組はまた、ステント１００の蛇行性部分
１０４に沿って相互により離れた間隔があけられている。切欠き領域または形成された陥
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凹が他の間隔をあけることもまた、本発明の範囲内のものである。
【０１０１】
　ある形状に形成された陥凹が他の形状に形成された陥凹に置換されるのも、本発明の範
囲内のものである。ステントの配置によって沈積される薬物量を調整するために、量や大
きさ、例えば形成された陥凹の長さや幅などを変更することはおこなわれることである。
【０１０２】
　より一般的には、ステントの蛇行性部分の近接屈曲部および／または遠心屈曲部のある
部分またはすべての部分に切欠き領域や引き延ばされた楕円形の陥凹や他の形状の陥凹を
備えることは本発明の範囲内のものである。発明にかかるステントの切欠き領域や形成さ
れた陥凹の数はステントの長手方向に沿って、該ステントの支柱と屈曲部の双方において
、ステントの長手方向に沿って変化し得る蛇行性部分の屈曲部において、多様である。
【０１０３】
　ステントの開口圧力が低い場合には、蛇行性部分の切欠き領域の数は、ステントの近接
端および／または遠心端から途中まで減少し得る。ステントの有する切欠き領域が多くな
れば、ステントの膨張に必要な圧力も少なくなる。かかる外観では、ステントの近接端お
よび／または遠心端付近に固定スリーブが配置されるのが好ましい。
【０１０４】
　そのためには、本発明はまた以下のようなステントに設計されている。すなわち、ステ
ントの近接端および／または遠心端、蛇行性端部間の中間部分に目的となる蛇行性部分を
備え、蛇行性部分の一端または両端は中間部分よりも、より多くの切欠き領域、引き延ば
された楕円形または他の形状の陥凹を備えている。かかるステントは、図１１ａまたは１
１ｄに示されている。図１１ａのステントでは、中間の蛇行性部分は切欠き領域や引き延
ばされた楕円形や他の形状の陥凹を備えていない。両端部の一方または双方には中間部分
よりも膨張するためにより少ない圧力であることが望ましい。
【０１０５】
　本発明はまた、ステントの近接端および／または遠心端や端部の蛇行性部分間の中間蛇
行性部分において目的となる蛇行性部分を備え、蛇行性部分の一端または両端は中間部分
よりもより大きな切欠き領域、引き延ばされた楕円形または他の形状の陥凹を備えている
。切欠き領域を備えている場合には、端部の一端または両端において中間部分よりも膨張
時により少ない圧力が要求されるのが望ましい。
【０１０６】
　本発明はまた以下の実施形態に設計されている。すなわち、ステントの中間部分がステ
ントの近接端および遠心端の一方または双方に先んじて開いているように切欠き領域が設
計され配置されている実施形態である。例えば、ステントの中間部分がステント端部の一
方または双方よりも多くの切欠き領域を備えていたり、ステント端部の一方または双方よ
りも大きな切欠き領域を備えていることである。このようなステントの例が図１１ｂに示
されている。図１１ｂのステントは、中間の蛇行性部分にのみ切欠き領域を有している。
【０１０７】
　上記する切欠き領域は、図１１ｅに示すように、麻薬の配送においては切欠き領域より
はむしろ形成された陥凹に置換され得る。もちろん、実質的に円形に形成された陥凹は、
他の外観形状、例えば引き延ばされた楕円形などに置換され得る。
【０１０８】
　切欠き領域の数はまた、増大するステントが該ステントに所望の面積を確保できるよう
に調整され得る。特に風船のように膨らむステントの場合に、切欠き領域を欠いたステン
トの領域は、切欠き領域を有する領域よりも風船やカテーテル上で縮む際に、風船カテー
テルにより強固に固定される。
【０１０９】
　発明にかかるステントの屈曲部に備えられる切欠き領域は、ステントの膨張を促進する
ように一定の力が作用した際に該ステントの屈曲部がより容易に開くようにされている。
これはまた、より広い支柱が使用されることで、ステントの放射線不透過性を増加させる
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ことになる。
【０１１０】
　本発明はまた、ステント外周に伸びる複数の蛇行性部分からなる放射状に膨張可能なス
テントに設計され、各蛇行性部分は複数の屈曲部を備えており、蛇行性部分の少なくとも
いくつかの屈曲部および／または支柱は、少なくともいくつかの形成された陥凹を有して
おり、または少なくともいくつかの屈曲部は十分に包囲された切欠き領域やそこに伸びる
形成された陥凹を少なくとも有しており、または少なくともいくつかの屈曲部は十分に包
囲されてそこに伸びる切欠き領域と少なくともいくつかの形成された陥凹を有する支柱を
備えている。
【０１１１】
　形成された陥凹は、ステント配置における薬の最適な配送を達成できるようにステント
周りに配置される。
【０１１２】
　切欠き領域は、ステントが非画一的に開くようにステント周りに配置され得る。好まし
くは、ステントは該ステントの近接端に近接蛇行性部分を有し、ステントの遠心端に遠心
蛇行性部分を有し、ステントの近接端および遠心端の間には中間部分が配され、ステント
の近接端および遠心端がステントの中間部分に先んじて開くように切欠き領域が配されて
いる。切欠き領域はまた、ステントの両端部の一方または双方に先んじてステントの中間
部分が開くように配され得る。切欠き領域はステントの膨張に先んじて実質的に弓形でる
ことが好ましい。
【０１１３】
　本発明は、さらに図４や、第一端および第二端を有する少なくとも一つのチューブ状の
蛇行性部材１０４を有してここに開示された他の図の多くに示すようなステントに設計さ
れている。蛇行性部材は、第一端に複数の屈曲部１０５を有し、第二端に複数の屈曲部を
有している。第一端および第二端のそれぞれには十分に包囲されてそこに伸びる切欠き領
域を有しており、または引き延ばされた楕円形または他の形状の陥凹３０を有している。
ステントは複数のチューブ状の蛇行性部材から構成され、隣接するチューブ状蛇行性部材
とは相互に連結されている。ステントが膨張する際には、十分に包囲された切欠き領域の
形状、引き延ばされた楕円形や他の形状の陥凹は変化するのが好ましい。さらに好ましく
は、十分に包囲された切欠き領域、引き延ばされた楕円形や他の形状の陥凹は、ステント
が膨張していない形状の場合には第一側積によって特徴付けられ、ステントが膨張形状で
あって、第二側積が第一側積よりも大きな場合には第二側積によって特徴付けられること
である。発明にかかるステントとしてはまた以下の実施形態がある。すなわち、ステント
が膨張していない形状の場合には、十分に包囲された切欠き領域、引き延ばされた楕円形
や他の形状の陥凹が第一の幅で特徴付けられ、ステントが膨張形状の場合であって、第二
の幅が第一の幅よりも大きな場合には第二の幅によって特徴付けられることである。切欠
き領域や形成された陥凹や上記するような他の形状がここで開示されているが、ステント
が膨張していない場合には、発明にかかるステントの切欠き領域や他の形状の陥凹は弓形
であるのが典型的である。
【０１１４】
　ここで開示された発明にかかるステントは、当業者に周知の金属や高分子材料を含む適
当なステント材質によって製作され得る。適当な金属とは、ステンレス鋼、タンタラム、
ニチノール、エルジロイとＭＰ３５Ｎを含むものである。発明にかかるステントの部分ま
たは全部は放射線不透過性である。例えば、発明にかかるステントの選択された領域また
は全部には金塗装が施される場合がある。
【０１１５】
　発明にかかるステントは、チューブからレーザー切断されたり、放電加工されたり、他
の適当な技術を駆使して切断され得る。上述する技術や他の適当な技術を使用してステン
ト形状をシート状に切断し、該シートを巻いてチューブ形状とし、端部を溶接したり、ま
たは接続したりすることもできる。発明にかかるステントの設計は、ぐるぐる巻きにされ
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たシートに使用され、そこではステントを形成するシートがより広い開口に広がるロール
状に形成されている。
【０１１６】
　さらに、当業者に知られた滑らかな塗装や他の形態の塗装などの生体適合性のある塗装
を備えた発明にかかるステントも本発明の範囲内にあるものである。
【０１１７】
　ステントの全体が治療薬剤で塗装されていたり、切欠き領域のみが治療薬剤で塗装され
ていたり、形成された陥凹が治療薬剤で塗装されていたり、それらの組み合わせもあり得
る。一つの実施形態としては、形成された陥凹の一つまたは複数および／または切欠き領
域が治療薬剤で満たされている実施形態がある。形成された陥凹のみが治療薬剤で満たさ
れる実施形態も本発明の範囲内のものである。さらには他の実施形態として、ステントの
一部に治療薬剤を含む形成された陥凹および／または切欠き領域を備え、ステントの他の
部分には治療薬剤のない切欠き領域を備えた実施形態がある。例えば、ステントの一端ま
たは両端の形成された陥凹および／または切欠き領域は治療薬剤を含み、ステントの中間
にある切欠き領域には治療薬剤が欠乏している。他の例としては、ステントの中間の形成
された陥凹および／または切欠き領域には治療薬剤を含み、ステントの端部の切欠き領域
には薬剤が欠乏している場合がある。形成された陥凹および／または切欠き領域は、他の
部分をマスキングすることによって、形成された陥凹や切欠き領域に唯一の治療薬剤を吹
き付けたり、浸し塗りしたり、配置したりすることで、選択的に満たされ得る。
【０１１８】
　本発明の実施形態においては、ステントの形成された陥凹にのみ治療薬剤が選択的に満
たされる実施形態が好ましい。ステントは、該ステントの開口を促進するための切欠き領
域を任意に含んだりできるが、そこには治療薬剤を有してはいない。
【０１１９】
　ここに開示された発明にかかるステントは、冠状動脈や末梢動脈、首の動脈、大脳動脈
、静脈、胆管、尿道、尿管、卵管、気管支、気管、食道、前立腺を含む適当な血管に使用
され得る。かかる使用は、病巣領域や動脈瘤領域における血管の支持を含むものである。
特に頭蓋内ステントとして使用されるのにも適している。
【０１２０】
　本発明はまた、ここに開示の発明にかかるステントと配送カテーテルとの組み合わせを
も意図しており、かかる配送カテーテルには、図２７の例に示されるように、ステントの
近接端および／または遠心端に固定スリーブが配置されている。カテーテル２００は、風
船２０８およびカテーテル部材２０２のまわりに配されたステント１００を含んでいる。
固定スリーブ２０４は、ステントの近接端および／または遠心端に備えてある。
【０１２１】
　一つの実施形態としては、固定スリーブ領域において、ステントが膨張する際に要求さ
れる付加的な力を提供するために、その近接端および／または遠心端により少ないおよび
／またはより大きな切欠き領域をステント１００が備えているのが好ましい。
【０１２２】
　上記開示は、具体例を意図したものであって、包括的なものではない。かかる記載は、
当業者にとっての多くの多様性や代替案があることを示唆するものである。これらの代替
案や多様性はクレーム中の「からなる」が「含んでいるが、限定するものではない」を意
味している言葉の範囲内に含まれることを意図している。当該技術に精通する者はここで
記載された特別な実施形態に対する他の同等物、クレームによって網羅されていることを
意図するものであるが、を認識するかもしれない。
【０１２３】
　さらに、独立請求項に示された特定の特徴は、本発明が独立請求項の特徴同士の可能な
組み合わせを有する他の実施形態を意図するものであると認識されるように、本発明の範
囲内おける他の方法により相互に組合され得るものである。例えば、請求項の開示の目的
としては、次に続くあらゆる独立請求項は独立請求項として言及されたすべての先例を所
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有する先行請求項からは複数の独立した形式で代替的に記載されるものとして受け取られ
るべきである。ここで、複数の独立した形式は、その権限内で受け入れられる形式のこと
である（例えば、請求項１から独立している各請求項は、すべてのそれ以前の請求項から
独立しているものとして代替的に受け取られるべきである）。複数の独立請求項形式が制
限されている権限内においては、次に続く独立請求項は代替的に記載されているものとし
てそれぞれ受け取られるべきである。複数の独立請求項の形式が制限されている権限内に
おいては、次に続く独立請求項のそれぞれはまた、それぞれに単独で独立した請求項の形
式、以下の独立請求項に記載される特定の請求項以外は先例が所有する請求項と従属関係
にある、で代替的に記載されたものとして受け取られるべきである（例えば、請求項３は
請求項１や請求項２とは代替的に独立したものとして受け取られ得るし、請求項４は請求
項１や請求項２，３とは代替的に独立したものとして、請求項５は請求項１や請求項２～
４のいずれからも代替的に独立したものとして受け取られ得る）。
【０１２４】
　これは、本発明の好ましい、そして代替的な実施形態の記載を完全なものとしている。
当業者は、ここで記載された特定の実施形態の他の同等物、かかる同等物とは請求項によ
って網羅されていることを意図されている、を認識することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１ａ】本発明の支柱形状の一実施形態を示すステントの一部分の詳細を示した図であ
る。
【図１ｂ】図１ａのステントの一部分の同じ詳細を示した図であり、膨張時の状態を示し
た図である。
【図１ｃ】本発明の支柱形状の一実施形態を示した図である。
【図１ｄ】図１ｃのステントの膨張時の状態を示した図である。
【図２ａ】形成された陥凹を有する図１ａのステントと類似のステントの一部分の詳細の
他の実施形態を示した図である。
【図２ｂ】図２ａのステント構造の一部分の詳細を示した図であり、膨張時の状態を示し
た図である。
【図３ａ】図２ａのステント部分の他の実施形態を示した図である。
【図３ｂ】図３ａのステント構造が膨張状態にある場合を示した図である。
【図４ａ】膨張状態に先行する蛇行性ベルトの略図を示した図である。
【図４ｂ】図４ａに続いて、膨張状態の蛇行性ベルトの略図を示した図である。
【図５ａ】平面図において、形成された陥凹を有する発明にかかるステントを示した図で
ある。
【図５ｂ】平面図において、形成された陥凹の他の実施形態を有する発明にかかるステン
トを示した図である。
【図５ｃ】平面図において、形成された陥凹を有する発明にかかるステントを示した図で
ある。
【図５ｄ】平面図において、形成された陥凹の他の実施形態を有する発明にかかるステン
トを示した図である。
【図６ａ】平面図において、切欠き領域を有する発明にかかるステントを示した図である
。
【図６ｂ】平面図において、切欠き領域を有する発明にかかるステントを示した図である
。
【図６ｃ】平面図において、切欠き領域を有する発明にかかるステントを示した図である
。
【図７ａ】図６ａのステントの円形領域Ａの拡大図である。
【図７ｂ】図６ｂのステントの円形領域Ａの拡大図である。
【図７ｃ】図６ｃのステントの円形領域Ａの拡大図である。
【図８ａ】膨張していない状態のステントの蛇行性部分の一部を示した図である。
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【図８ｂ】形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を示した
図である。
【図８ｃ】他の形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を示
した図である。
【図９ａ】膨張状態のステントの蛇行性部分の一部を示した図である。
【図９ｂ】形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を示した
図である。
【図９ｃ】他の形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を示
した図である。
【図１０ａ】縮んだ状態のステントの蛇行性部分の一部を示した図である。
【図１０ｂ】形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を示し
た図である。
【図１０ｃ】他の形成された陥凹以外は、図５ａ～７ａのステントと同じステント形状を
示した図である。
【図１０ｄ】形成された陥凹の多様な形状、大きさ、外観以外は、図８ａ～１０ｃのステ
ントと同じステント形状を示した図である。
【図１０ｅ】形成された陥凹の多様な形状、大きさ、外観以外は、図８ａ～１０ｃのステ
ントと同じステント形状を示した図である。
【図１０ｆ】形成された陥凹の多様な形状、大きさ、外観以外は、図８ａ～１０ｃのステ
ントと同じステント形状を示した図である。
【図１１ａ】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図１１ｂ】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図１１ｃ】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図１１ｄ】図１１ａ～ｃに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１１ｅ】図１１ａ～ｃに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１１ｆ】図１１ａ～ｃに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１１ｇ】図８ａ～ｆに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１１ｈ】図８ａ～ｆに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１１ｉ】図８ａ～ｆに示されるステントの他の実施形態を示した図である。
【図１２】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図１３】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１４】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１５】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１６】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１７】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１８】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図１９】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図２０】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図２１】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図２２】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
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【図２３】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹の他の形状を示した図である
。
【図２４】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図２５】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図２６】平面図において、他の発明にかかるステントを示した図である。
【図２７】切欠き領域および／または任意に形成された陥凹を有するステントとカテーテ
ルの発明にかかる組み合わせを示した図である。
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